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第３章 四万十の地域資源地図 
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大正百周年田野々物語 
                                    

大正町田野々。ぼくの人生の中で四半世

紀に渡り住んできた思い入れのある町だ。

この町で結婚して子どもが生まれ、家族が

できた町でもある。 

四万十川と梼原川の合流する河岸段丘。

高校のある森駄場を中心に丸く環を描く地

形が好きだ。熊野神社の森の神秘さが好き

だ。轟公園の開放感が好きだ。梼原川の河

原が好きだ。いっぱい思い出がありすぎて、過ぎ去ったあんなことこんなこと、幼い頃の娘

たちと過ごした日々。いろんな思い出があふれる。 

かつて田野々は林業で大いに栄え、製材業はじめ、木材関連産業が活発で、軒並み赤字の

高知営林局管内において大正営林署は魚梁瀬営林署と肩を並べる黒字を生み出していた。

町の中も飲み屋、旅館、たくさんの商店が並び、夜になると下駄の音を響かせながら人々が

闊歩していた。神祭も賑やかで、熊野神社の大祭には大勢の人が集まり、賑やかな音色で溢

れ、各家をわいわいと飲み歩くそんな風習も根強く受け継がれていたことを思い出す。飲み

会といえば二次会はチャップリンと決まっていた。田野々の老若男女が集まり、ママのしず

さん、マスターのタカさんが酔客を心地よく包んでくれていた。 

住んでいた本町の常会では毎年四万十川駅伝に「本町風の子会」を結成して出場し、レー

ス後の打ち上げや、新春恒例の春祈祷の二次会。自分の結婚式の二次会もチャップリンだっ

たなぁ。本町のみなさんや友人とはしゃいだことがつい昨日の晩のように思い出す。 

昔、朝早くからランニングを習慣としていた時期がある。ある夏の日の早朝、轟崎の大椎

の木のところで見たこともない動物が車に撥ねられ死んでいた。あれはカワウソではない

だろうかと今でも思い出す。このことも忘れられないエピソード。四万十川最後のカワウソ

だったのかもしれない。写真を撮れなかったことが未だに残念でならない。 

鮎やウナギ、テナガエビ、川の恵みも豊かなまま、穏やかに流れ続けてもらいたい。年々

歳々、時が流れ、変わらないと思っていたものも知らず知らずのうちに移ろってゆく。 

振り返ってはじめてわかることもある。役場が四万十町に合併され、営林署が統廃合して

なくなり、それに伴って商店、公共機関もみるみる縮小し、人口も減少した。保育園、幼稚

園、小学校、中学校も子どもたちの減少に歯止めがかからない。どこの自治体でも地域でも

起こっている現実問題。次の 100 年の後にはこの町はどうなっているのだろうか。 

賑やかだった大正町田野々の地名も地図から消えて久しい。田野々はすっかり声をひそ

めて、なにを待っているのか。どこに行こうとするのか。しかし、いつもいつの時でも、た

とえ大正を遠く離れても、ぼくはこの町で過ごしたことを決して忘れはしない。 

（森下嘉晴） 

田野々の町並と予土線 40 年記念列車（2014 年）
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志和今昔 
 

志和へ向かう峠から青黒いように光る

美しい2月の海を初めて見たのはまだ20

歳そこそこのことだった。あの時の海の

広さと青い色は何十年たった今でも鮮明

に覚えている。 

志和。しあわせの里。厄除けに御利益

のある日和佐の薬王寺と深い縁がある薬

師寺を中心に広がる穏やかな海沿いの集

落だ。この絵地図は窪川見付 古渓城城主 林一将さんが製作を勧めてくれて取り組んだ

ものである。 

林さんは郷土史家。古渓城には文化財級の資料がところ狭しと並んでいる。林さんには

数々の窪川にまつわる伝説や史跡を教えてもらい、窪川の歴史の師でもある。絵地図「たん

ね歩記」の隅っこに押印している「も」の印は何を隠そう林さんに頂いた宝物である。 

志和について師より数々の伝説を教えてもらうなかで、最も衝撃だったのが白鳳地震に

より志和の沖にあった黒田郷が海底に沈没したことであり、その時の名残が志和の各地に

残っていること。志和を歩いたのが折しも東日本大震災が起こったすぐあとのことだった

ので、白鳳地震が現実味を帯びて感じられ，自然の持つ巨大な力に畏怖したことを思い出す。 

この絵地図に記したように、志和には槿花神社のお万様をはじめ、仁井田五人衆の一人､

志和氏一族にまつわるさまざまな伝説や物語が濃縮されている。また、年貢米の集積地やブ

リ大敷網など土佐の産業史の中にも濃い影響を与えた土地だ。明治の時代に久礼坂が開通

するまでは窪川～見附～東又～志和のルートが主要な交易道であり、お伊勢参りに行く人

たちもこの道を歩いて行ったという。それはそれは栄えた港町であったことだろうと当時

を偲んでみる。 

志和の人々の心の拠り所であり、誇りである薬師寺。厳かな風情に包まれた山と海が融合

するような神秘的な雰囲気を持つ名

刹。松葉川下栗のお薬師さまは、午後

には志和のお薬師さまの元へ訪ねて

くるので午前中にお参りをしなけれ

ばならないという逸話もある。そうい

えば四十二の厄祓いをしていただい

たことも思い出す。 

どこをとっても魅力的な志和を訪

ね歩く中で、特に印象深かったのが小

鶴津から大鶴津を歩いたこと。目もく 

志和地区の郷分集落 

志和で毎年行われているひな人形の展示（2013 年） 
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らむような断崖があり、鄙びた漁村風景

があり、そして美しい海が広がっていた。

大鶴津の浜辺で穏やかな土佐湾を眺め

ながら時間を忘れてしばらく佇むこと

ができた甘やかな時間はいつまでたっ

ても余韻の波のように思い出す。 

1980 年代、かつてこの地に原子力発電

所建設をめぐって窪川が大きく揺れた

ことがあった。チェルノブイリしかり。

福島原発しかり。ようこそ原子力発電所

設置に反対して、建設を阻止してくれた

と当時の人々の英断と決断に感謝をする

思いだ。もう原発はいらない。 

この美しい土佐湾。幸せの里志和がい

つまでも穏やかな幸せにあふれ、歴史と

ロマンを優しく包み込む志和であり続け

てもらいたいと切に願う。        

（森下嘉晴）   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無住となった大鶴津集落（2014 年） 

無住となった小鶴津集落（2014 年） 




